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1
自然 植物 バシクルモン（オショロソウ）自生地と

岩石海岸の植生 ○
忍路、オタモイ、祝津 国有地

2
自然 植物 祝津のヒカリゴケ自生地

○
祝津 国有林

3
自然 植物 手宮公園の栗林

○
手宮 市有地

4
自然 植物 ナガハシスミレ自生地

○
（非公開） 私有林

5
自然 植物 植物標本井上藤ニコレクション

○
手宮1丁目3番6号
小樽市総合博物館

小樽市総合博物館

6
自然 植物 植物標本山本岩亀コレクション

○
手宮1丁目3番6号
小樽市総合博物館

小樽市総合博物館

7
自然 植物 植物標本小樽野草愛好会調査コレクショ

ン ○
手宮1丁目3番6号
小樽市総合博物館

小樽市総合博物館

8
自然 地学 忍路の水中火山噴出物

○
忍路 今から約1000万年前から

650万年前

9
自然 地学 オタモイ海岸の海食崖と奇岩

○
塩谷、オタモイ

10
自然 地学 赤岩海岸の珪化岩塔・金鉱床など

○
赤岩、祝津 今から約1000万年前くら

い

11
自然 地学 祝津の柱状節理

○
祝津

12
自然 地学 桃内の軟石採石場跡

○ ○
桃内 明治～昭和20年代

13
自然 地学 手宮の軟石採石場跡

○ ○
手宮 明治期
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14
自然 地学 富岡の軟石採石場跡

○ ○
富岡

15
自然 地学 奥沢の軟石採石場跡

○ ○
奥沢、天神 明治～昭和20年代

16
自然 地学 小樽市内の石造建築物

○ ○ 市内各所
明治期～昭和初期

17
自然 地学 花園の削平跡

○ ○
花園 明治30年代から40年代に

かけて

18
自然 地学 斜交葉理が見られる露頭

○
塩谷 今から約1000万年前から

650万年前

19

自然 地学 上位蜃気楼「高島おばけ」

○

海岸部全般（例えば、銭函海
岸、朝里海岸、高島海岸）

弘化3年（1846）

20
自然 地学 （小樽）松倉鉱山

○ ○ ○
赤井川村（松倉山の南側） 昭和7年～46年（1932～

1971）

21
自然 動物 銭函海岸東部に飛来するシギ・チドリ類

○
銭函 国有地

22
自然 動物 張碓海岸のアオバト飛来地

○
張碓町 国有地

23
星野町のオオムラサキ生息地

（環境の変化により消失し
た可能性が高いため削除）

24
自然 動物 トド野生個体の全身骨格標本

○
色内2丁目1番20号
小樽市総合博物館運河館

小樽市総合博物館

25
自然 動物 市街地へ出没したエゾヒグマ剥製

○
手宮1丁目3番6号
小樽市総合博物館

小樽市総合博物館

26
自然 動物 ニホンザリガニ生息地

○
（非公開）
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27
自然 動物 小樽海岸の海鳥繁殖地

○
忍路、塩谷、オタモイ等

28
自然 動物 小樽港・小樽沿岸に飛来する冬鳥

○
小樽港、高島港、豊井浜、祝
津港、高島岬等

29
自然 動物・植物 新川河口の湿原生態系

○ ○ ○ ○
銭函 国有地

30
自然 動物・植物 銭函海岸東部の砂丘生態系

○
銭函 国有地

31
自然 動物・植物 銭函海岸のカシワ海岸林

○
銭函 国有林

32
自然 動物・植物 穴滝と勝納川上流の渓畔林

○ ○
勝納川源流 国有林

33
自然 動物・植物 長橋なえぼ公園

○ ○
幸 市有地

34
銭函2丁目付近の湿原とハンノキ林

（消失により削除）

35
自然 動物・植物 銭函川上流のトチノキ自生地と渓畔林

○
桂岡町、見晴町 私有林

36
自然 動物・植物 ジョウザンシジミ生息地と露岩地の植生

○
銭函天狗山、朝里天狗岳、塩
谷丸山

私有林・国有林
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